



































































































































大巨刹。慶長 8年（1603）から 11 年（1606）まで、琉球に滞在し、琉球国








































































































77 万石と言われるが、これは籾高で実質 35 万石である。薩摩藩の江戸後期
の屋敷は、藩主の居住する芝屋敷、外桜田の装束屋敷、高
たか
輪
なわ
屋敷等があった。
　13：15、遅い昼食をとった後、「ちぃばす」（港区コミュニティバス、100 円）
で芝三丁目から六本木駅前に移動。歩いて国立新美術館（港区六本木 7丁目
22-2）へ。国立新美術館とその南側の政策研究大学院大学（GRIPS）が、江戸
時代の宇
う
和
わ
島
じま
藩上屋敷跡にあたる。鹿児島大学附属図書館所蔵『琉球人行粧之
図』『琉球人往来筋賑之図』の作者は宇和島藩士であり、行列図の末尾に琉球使
節とは関係ない宇和島藩邸が描かれるのは、江戸藩邸の様子を宇和島藩の国元の
子弟に教えるためである。行列図では、宇和島藩邸は左側の築
つい
地
じ
が奇妙に歪んで
いるが、これは現地が左方向に大きく下り坂になっているためと確認した。巡検
の成果である。15：00、解散。
【宇和島藩邸】宇和島藩は、伊
い
予
よ
国宇和島（愛媛県宇和島市）一帯を基盤と
した藩。慶長 19 年（1614）、伊
だ
達
て
秀
ひで
宗
むね
が徳川秀
ひで
忠
ただ
より伊予宇和島藩 10 万石
を与えられ、翌年に板
いた
島
じま
丸
まる
串
ぐし
城（宇和島城）に入城し、宇和島藩が始まる。
秀宗は仙台藩主「独眼龍」伊
だ
達
て
政
まさ
宗
むね
の庶長子である。宇和島藩の上屋敷は、
麻
あざ
布
ぶ
龍
りゅう
土
ど
（現在の六本木 7丁目）にあり、下屋敷は白
しろ
金
かね
にあった。
王尚
しょう
寧
ねい
の命で『琉球神道
記』を執筆した袋
たい
中
ちゅう
上人
（1552-1639）は、増 上 寺
の学寮で浄土宗の教学を学
んでいる。江戸時代の増上
寺の寺域は極めて広大で、
東海道（国道 15 号）を進
む琉球使節行列は西側に増
上寺の総門を望んだ。（図
6参照。浮世絵では、大
門、三解脱門、大殿の三つ
が重なって見える）
【図 4】『尾張屋板江戸切絵図』より「愛宕下之図」
国立国会図書館蔵（デジタルコレクション）
【図 5】芝増上寺の三解脱
門
【図 7】薩摩屋敷跡　石碑
【図 6】歌川広重二代『東
海道名所之内　芝増上
寺』
国立国会図書館蔵（デジタ
ルコレクション）
